
構想推進のための会議体について

推進会議

⚫ 策定会議の現委員（オブザーバー含む・計15名）から、
さらに関連機関を追加して、「産・学・官・金」で構成

構成メンバー

⚫ 7月中に設立
⚫ 初年度は計3回とし、その後は、年2回程度の開催を予定
⚫ 会議資料、開催概要は原則公開

設立・開催時期 等

主な議題
（分野） 構成機関

産業
県内企業、県内経済団体、

蓄電池関連団体

人材・教育 国関連の機関、県内大学

行政 国関連の機関

金融 金融機関

産業
人材
教育

行政 金融

連携 育成 支援 融資

追加委員（イメージ）

構想の策定に伴い、「徳島バッテリーバレイ構想策定会議」の会議体を見直し、「徳島バッテリーバレイ構想推進会
議」を７月中に立ち上げ、第１回目の推進会議を開催する予定としています。

更に、構想推進に向け、「個別分野のＷＧ等」を推進会議の下に位置づけ、必要に応じて設置する予定としています。

⚫ 県事業の説明、各団体等の関連事業の紹介（初年度7月）
⚫ 構想（方策）に基づく次年度施策の検討・決定（10月）
⚫ 次年度施策の進め方、前年度のフォローアップ（３月）等

7月 8月 10月 12月 3月 R7

構想策定
7月上旬

次年度予算要求
11月中旬

R6年度のみ

事業完了
3月末

推進会議の進め方

WG設置

推進会議(①)

次年度施策の検討

推進会議②
進め方、フォロー

推進会議③

観察(O)  ※初年度 判断(O)・決定(D) 行動(A)・観察(O)

OODAサイクル

第3回
徳島バッテリーバレイ
構想策定会議配布資料

1月

【参考資料１】徳島バッテリーバレイ構想推進会議（第１回）
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